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今期定例会において，予算決算常任委員会に審査付託となりました議案１２件

について，その審査の経過と結果をご報告申し上げます。 

本委員会では，去る９月１１日から２４日まで委員会を開催し，担当部局長等

の出席を求め，慎重に審査いたしました。 

議案第７４号「令和６年度三次市一般会計歳入歳出決算認定について」外議案

７件については，審査の結果，いずれも全員一致をもって原案のとおり認定して

よいものと決しました。 

議案第８２号「令和７年度三次市一般会計補正予算（第３号）（案）」外議案

３件については，審査の結果，いずれも全員一致をもって原案のとおり可決して

よいものと決しました。 

決算認定における審査においては，１２日に総務・教育民生・産業建設の各分

科会を開催し，今定例会からの新たな取組である次年度の予算編成等に対する執

行部へ提言を行うため，対象となる事業の選定を行いました。２２日には，その

事業の成果・評価に対する意見及び今後の改善が必要と思われる点についての委

員間討議を行ったうえで意見をまとめ，分科会討議シートをそれぞれ作成し，併

せて，全体会で分科会での自由討議が必要とされた事業等についても，分科会に

おける委員間での自由討議で集約された意見をまとめ，分科会主査報告を行いま

した。 

この報告に基づき，全委員での自由討議を行ったうえで，委員会で共有された

意見及び指摘については，次のとおりです。 

総務分科会からは，地域の未来づくりアドバイス事業について，今後も専門的

な支援体制の継続が必要であるといった意見が報告されました。 

この報告に係る全体会での自由討議では，この事業は，令和６年度をもって終

了しているが，これからのまちづくりにおいて，大きな変化が生じてくる中で，

相談や助言ができる専門的な支援体制の継続が必要であるといった意見に賛同す

るとの意見が出されました。 

教育民生分科会からは，三次市教育委員の報酬に関連して，現状の教育委員会



会議の出席率についての意見の報告がありました。 

全体会での自由討議では，教育委員の出席率が県内自治体と比較して低い状況

にあることについて，分科会での議論があったのかとの質疑に対して，分科会で

の議論では，教育委員会会議は，教育行政の基本方針や重要な事項を合議によっ

て審議，決定するという重要な責務があることから，現状を鑑み，日程調整の方

法も含めて，教育委員会の中で検討されることが必要であるとの報告がありまし

た。 

産業建設分科会からは，プレミアム付商品券（三次藩札）発行事業補助金につ

いて，地域経済の活性化，小規模事業者の事業継続という観点からの意見が報告

されました。 

全体会での自由討議では，プレミアム付商品券（三次藩札）は，店舗にとって

も購入者にとっても，双方に利益のある仕組みとなっているが，三次藩札の換金

時の割合を地元事業者とそうでない事業者との差別化を図るなど，地元の小売店

が潤うといった目的に重きを置いた事業となるよう検討が必要であるとの意見が

出され，プレミアム付商品券の購入についても，ＩＣＴの活用を含め，あらゆる

世代の市民がより購入しやすい仕組みや利便性の向上についての検討が必要では

ないかとの意見が出されました。 

また，スマート農業推進事業（農業）については，スマート農機導入には，農

家の規模等の中山間地域特有の課題があるとの意見が出され，来年度，策定され

る「第３期三次市農業振興プラン」には，中山間地域におけるＩＣＴを活用した

農業の確立の方向性が示されることを期待しているとの意見が報告されました。 

全体会での自由討議では，農家から，しっかりと要望を聴取したうえでの支援

策等の事業化が重要であり，また，大規模農家だけではなく，小規模農家でも活

用できるような今後の方向性を示すといったことが必要であるとの意見が出され

ました。 

総務・教育民生・産業建設分科会での新たな取組である分科会討議シートにと

りまとめた，ＤＸ推進事業（SHIBUYA QWS 活用事業）については，活用成果の明

確化，ひとり親家庭等自立応援プロジェクト事業では，社会・経済情勢を反映し

た補助額の見直し，観光戦略推進事業（ＤＭＯ）については，地元資源の積極的

な活用や市とＤＭＯの連携強化など，全体会での自由討議で各分科会の委員間討



議で出された成果・評価に対する意見及び今後の改善が必要と思われる点につい

て，それぞれ質疑や意見等が出され，別紙，各分科会討議シートに意見集約をし

ました。 

以上，述べました事項のほか，委員会審査において各委員から述べられた指摘

及び意見についても，今後，施策に十分に反映していただくよう要望し，また，

各分科会でとりまとめました分科会討議シートについても，次年度予算編成の参

考としていただくよう申し添え，委員長報告を終わります。 








